
先月末のある日、ふと外を覗いていたら、電線の上に、小柄な若いツバメの夫婦でしょうか、二羽が仲良

く羽を休ませていました。ツバメが越冬した南国から日本にやっと帰って来たようです。ツバメが元気よく

飛んでいる姿を目にすると、本格的な春の到来を感じますね。お元気ですか、こんにちは、院長の喜多です。 

四月を迎えて、特に、新社会人の方、新入生の学生の方にとっては、真新しい生活がスタートして、今は

緊張して大変お忙しいでしょうが、無理をせずに、体調に気をつけながら、焦らずに頑張ってください。 

先月から、日本の大都市（東京、大阪など）では、新型コロナウイルス感染者数が急激に増えはじめて、

国内での感染者数は、クルーズ船の乗船者などを除き 2千人を超えました。世界中でも感染が日々拡大して、

終息が未だに見えない状況が続いています。これからは、ワクチンや治療薬の開発にかかわる日本の医学研

究所と企業、治療にあたる日本の医療現場の潜在能力の高さを信じて、感染の終息を辛抱強く待っています。 

令和６年に新紙幣が発行されますが、新千円札の肖像画に選ばれた、医学者・細菌学者の北里柴三郎

（1853-1931年）の功績についてご存知でしょうか。現在の新型コロナ感染症のように、世界中に感染が

広がり、明確な治療法も確立されていなかった破傷風（当時の致死率６割以上）に対して、地道な基礎的研

究を積んで、細菌の純粋培養に成功して血清療法という治療法を開発しました。現在も使用されている破傷

風やジフテリアのワクチンも、北里氏の血清療法をもとに開発されました。また、ペスト（黒死病）は、中

世で２度も世界的大流行をし、有効な治療法も見つからず、死者は 1 億人をはるかに超えました。３回目の

流行が発生した 1894 年に、北里氏が香港へ渡ってペスト菌を初めて発見してから、有効な予防法、消毒法

が実施され、治療法の研究も開始されました。その後、福沢諭吉の援助により設立した私立伝染病研究所の

初代所長、国立伝染病研究所の所長を歴任して、私費で私立北里研究所を設立しました。さらに、福沢氏へ

の恩返しとして、慶應義塾大学医学部を創設し、日本医師会の初代会長も務めました。近代医学の父でした。 

【お願い】感染症対策として、今月途中より、受付に非接触型体温計を用意して、スタッフ及びご来院にな

られる皆様の体温測定をお願いする予定です。また、アルコール手指消毒薬の使用を必ずお願い致します。 
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